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居 宅 介 護 支 援 事 業 所    

                                       熊 田 晶 代  

 カ レ ン ダ ー が 残 り 一 枚 に な り 「 も う 正 月 か 」 と 、 毎 年 同 じ セ リ フ を 言 い 落 ち 込 み ま

す。思 えば今 年 の元 旦 に能 登 半 島 地 震 が起 こったショック は忘 れられません 。 

 そ の 後 何 度 も 大 き な 地 震 が あ り ま し た が 、 幸 い に 私 の 住 ん で い る 町 は 災 害 が 少

なく、とても 感 謝 し なければいけません 。 

 屋 島 やすらぎで防 火 管 理 者 とし て、1 年 に 2 回 避 難 訓 練 を利 用 者 さんと一 緒

に行 い、シェイクアウトに参 加 しています。 

 先 日 は 地 域 の 自 主 防 災 訓 練 に 参 加 し 、消 防 団 の指 導 を 受 けて消 火 訓 練 、土

嚢 作 り、AE D・ 心 臓 マッサージ、簡 易 担 架 、段 ボールベッド 、仕 切 り作 りを し まし た。 

緊 急 時 に対 応 できるか不 安 はありますが、いざという 時 思 い出 せたらと思 います。 

 また 、東 日 本 大 震 災 や能 登 半 島 地 震 などで被 災 地 の医 療 を サポートする活 動

をしている医 師 の講 演 を 聞 く機 会 がありまし た 。災 害 対 策 には、自 分 自 身 や家 族

で備 え る「 自 助 （ 一 人 ひとりの役 割 ） 」 、 地 域 で助 けあう 「 共 助 （ 地 域 の役 割 ） 」 、

行 政 が行 う 「 公 助 （ 行 政 の役 割 ） 」 の 3 つがありま

す 。 地 域 の 弱 者 を 支 援 し 、 適 切 な 避 難 行 動 が と れ

な い こ と の な い よ う に 、 考 え ら れ ま し た 。 自 分 の 力 、

他 人 の 力 、 行 政 の 力 が 早 く 整 う こ と が 出 来 る よ う に

と思 います。 

 訓 練 や 講 演 を 通 し て 、 自 分 の 身 の 安 全 を 考 え 、

地 域 や身 近 にいる人 どうし で行 動 することが大 事 だ

と、定 期 的 に訓 練 をすることは 、再 認 識 するためにとても 大 切 だと感 じ ました。 

 未 だ に 避 難 生 活 を 送 っ て い る 方 も おり 、 復 興 は ま だ 続 い て い ま す 。 ケ ア マ ネ ジ ャ

ーも BCP（ 業 務 継 続 計 画 ） 策 定 し、自 然 災 害 や感 染 症 対 策 に位 置 付 けるよう に

なっています。 

 災 害 や感 染 症 が 無 くな る わけ では あ りま せん 。 臨 機 応 変 に動 く こと がで き 、 心 身

ともに健 康 で過 ご せるよう頑 張 りた いと思 います。 

 


